
２０１６／１０／０５（水）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

日没前後の交通事故死 大幅増加

平成28年度 全国労働安全週間 平成２８年１０月１日（土）～１０月７日（金）

『健康職場 つくる まもるは みんなが主役』

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

転落事故 建設現場で足場解体中に20ｍ転落 死亡

２０１６年１０月４日（火）１１時５１分

３日午後１１時３５分ごろ、兵庫県の新名神高速道路の建設現場で、高架橋の足場を解体していた建設作業員

の男性（３９）が約２０メートル下の川に転落。搬送先の病院で死亡が確認された。警察の調べでは、高架橋下に設

置していた足場側壁の金属パネル（約５メートル四方）を取り外し、クレーンでつり上げようとした際、男性が

乗っていたパネルが二つ折りになり、転落したという。一緒に作業していた男性（２５）も投げ出されたが、命綱で

転落を免れた。パネルは中央部分から折り畳める構造といい、同署は撤去作業に不備がなかったか聴いている。

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

子供・高齢者は、動く赤信号

国交省／重大事故発生で、トラック協会に高速道路の安全確保徹底を要請

基本的な安全確認不足によるものと思われる事故

２０１６年１０月０４日

国土交通省は１０月４日、全日本トラック協会と日本バス協会に対して、高速道路における安全確保の徹底を要

請した。

１０月２日、愛知県の新東名高速道路において、路肩に停車していた高速バスに大型トラックが追突し、車外に

出ていたバスの運転者２名が死亡し、バスの乗客２名とトラック運転者の計３名が軽傷を負うという重大事故が発

生した。

事故原因は、警察において捜査が進められているが、今回の事故は輸送のプロである運送事業者同士の事故で

あるとともに、路肩に停車中の車両に追突するという基本的な安全確認不足によるものと思われる事故であり、

自動車運送事業そのものの社会的信頼を大きく失墜させるもので、誠に遺憾としている。

このため、大量の輸送需要が見込まれる年末年始に向けて、重大事故を防止し、乗客乗員等の死傷者を発生さ

せることのないよう、高速道路においては、輸送の安全に万全を期すよう、両団体に対し通知した。

対策として、点呼等を通じて、運転者の健康状態、過労状態の確実な把握に努め、安全な運行ができないおそ

れのある運転者を事業用自動車に乗務させないことを徹底するとともに、運転者に対し、適正な車間距離の確保

、道路状況等に適応した安全速度の遵守等安全運行に係る適切な指示を行う。

高速道路において、故障等でやむを得ず停車する場合は、路肩に寄せて停車させ停止表示器材や発炎筒を設置

するとともに、運転者等が車外に出る場合には後続車等に十分注意するなどの安全確保措置をとる。

運行中はもとより、停車中に車内にとどまる場合にも乗客乗員のシートベルトの着用を徹底する。

〔道央道〕 八雲IC～国縫IC間でトラック同士の正面衝突事故、上下線通行止め

２０１６年１０月５日（水）４時３０分

ＮＥＸＣＯ東日本などによると、５日午前４時前、北海道長万部町の道央自動車道、八雲ＩＣ～国縫ＩＣ間でトラック同

士の正面衝突事故が発生し、現在も上下線の同区間で通行止めとなっています。

投げ出されたバイクの男性を、後続のトラックがはねて死亡させる

バイクが軽乗用車に追突、道路に投げ出された

２０１６．１０．５ ００：２７

４日午後６時ごろ、兵庫県で、バイクと軽乗用車、トラックの３台が絡む事故があり、バイクの男性（２３）が死

亡した。軽乗用車の７０代夫婦も軽傷とみられる。高速隊は、自動車運転処罰法違反（過失傷害）の疑いで、ト

ラックを運転していた会社員の男性（３７）を現行犯逮捕した。最初にバイクが軽乗用車に追突。後続のトラックが

、道路に投げ出された男性をはねた。

バッテリーが上がった車とブースターケーブルで接続中に急発進

充電接続中に車暴走、1人死亡

２０１６年１０月５日（水）６時０分

４日午後４時半ごろ、青森県の商業施設駐車場で、７０代男性を乗せた車が暴走し、駐車場に止まっていた車７台

と衝突。男性は車内から救助され、市内の病院に運ばれたが、１時間後に死亡した。警察によると、男性の車は

、バッテリーが上がった車とブースターケーブルで接続中に急発進したとみられる。男性は発生直前、駐車場で

近くに止まっていた車の所有者から、「バッテリーが上がってしまった。電気を分けてほしい」と頼まれた。引

き受けた男性が、車と故障車をケーブルでつなぎバッテリーを充電していたところ、車は突然発進。男性が救助

された際、車内はエアバッグが作動した状態で、シフトレバーはニュートラルに入っていた。


